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■　はじめに

　昨今，看護実践能力の向上は，看護基礎教育機
関における最大の重要事項である。厚労省は，平
成15年「看護基礎教育における技術教育のあり方
に関する検討会」1）の報告で“臨地実習において
看護学生が行う基本的な看護技術の水準”を提示
した。看護学生が臨地実習で実施できる看護技術
項目を具体的に示したのである。しかし，医療技
術の進歩による技術の複雑さ，看護学生の生活体
験の未熟さ，患者の権利意識の高まりなどから，
臨地実習で経験できる看護技術やあらゆる健康問
題をもつ患者を看護する体験が少なくなってい
る。臨地実習における技術体験の少ないことにつ
いては，遠藤2），青木3）らも報告している。
　看護基礎教育において，看護実践能力を向上さ
せるには臨地実習は不可欠な学習である。学内で
学んだ知識・技術を実践の場で患者のニーズに合
わせて提供していくということを経験するのであ
る。要するに学内で学んだ理論を臨地で統合して
いく過程が実習であると考える。
　Ａ大学では，学生の看護実践能力育成の方法と
して，平成15年より，反省的思考を適用した成人
看護学実習を展開している。それは，佐々木4）が
デューイのいう反省的思考について，日常生活に
生起する問題解決そのものであるという考え方
を，看護教育における思考訓練に取り入れたもの
である。特に成人看護学実習Ⅰでは，受け持ち患

者を通して経験した看護技術の学習を中心に，学
生が臨地実習で経験したことを振り返ることで，
その患者に技術を提供する意味を考え，患者に
合った援助方法を見直すのである。この学習方法
は，実施した援助の根拠を理解すると共に技術の
習得を目指している。その成果は既に報告してい
る5）6）7）8）9）10）。さまざまな実習の制約の中で，より
効果的な学習を考えていくには，実習におけるひ
とつの貴重な体験を振り返り自分のものにしてい
く必要がある。その学習方法として反省的思考の
適用は有益であると考えている。
　反省的思考についてデューイは， 「物自体（things 
themselves）の中に含まれる真の関係に基づき被
暗示事項に対する信念を誘導するという方法にお
いて現前の事実が他の事実（即ち心理）を暗示す
る精神活動である」11）と定義している。これは，
現象を個人の内面にどのように知覚し，必要な行
為に移していくかということである。臨地実習で
学生が，患者の状態から必要な援助を考え，技術
を提供するという患者理解を深める過程でもあ
る。デューイの反省的思考について，高野は「思
考の精度は３段階に区分される。第一の段階は，
意識にとめること，第二の段階は，漠然と浅く考
える程度，第三の段階の反省的思考は持ち合わせ
の知識を総動員して，いろいろな角度から十分な
検討を加える思考活動で，常に何らかの結論を目
指している。その結論は十分な根拠を持つことに
なる」12）と説明している。この第三の段階の反省
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的思考が看護実践能力の育成に関連していると考
える。また看護の実践能力の向上には思考過程の
学習も不可欠な要素である。思考訓練は繰り返し
学習することが必要である。臨地実習において患
者の情報を意図的にとらえ，その患者に起きてい
る状況を見極め，必要な援助へと導くため，学ん
だ知識を総動員し，さらに新しい知識を取り入れ
るということを繰り返すことで，看護の思考過程
を理解することができると考える。
　今回は，成人看護学実習Ⅱにおいて，臨地実習
終了後の学内におけるサマリーの発表とケースレ
ポートの記述による反省的思考を適用した臨地実
習を行った。そこで本論は，その学習の経過につ
いて報告し，臨地実習における振り返り学習の重
要性を示した。

■　研究方法

１．期間：平成20年11月～平成21年２月
２．対象：Ａ大学３年生96名
３．研究方法：量的研究，質的帰納的研究
①質問紙法：成人看護学実習Ⅱにおける学生の学

びの内容の分析を参考にした39項目からなる質
問紙を作成した（資料１）。質問紙は成人看護
学実習Ⅱの臨地実習が終わり，振り返り学習終
了後に調査した。

②質的帰納的研究：振り返り学習は実習最終日に
サマリーの発表とその後のケースレポートを作
成する。具体的な学習方法は資料２に示した。

③分析手順：39項目の質問紙を８カテゴリーに分
け個人の平均値を算出，その後全体の平均値を
求めた。またケースレポートに記述された学び
の内容をカテゴリー化した。

④倫理的配慮：口頭と文書で調査の目的・研究以
外では使用しないことなどを説明し協力を依頼
した。

■　結　果

　有効回答率は90.6％（87人）であった。

１）学びの項目の平均値
　39の調査項目を看護過程のプロセスと実践にお
ける態度および学びから，①病気・治療の理解，
②情報収集，③アセスメント，④看護計画，⑤患
者に合った援助の実施，⑥患者と関わるときの倫

理的態度，⑦振り返り，⑧カンファレンスの学び
の８カテゴリーに分けた。それぞれカテゴリーの
内容は表１に示した。各カテゴリーの平均値は，
１．患者と関わるときの倫理的態度（4.29），２．
カンファレンスの学び（4.26），３．病気・治療
の理解（4.04），４．振り返り（4.01），５．情報
収集（3.92），６．アセスメント（3.8）７．患者
にあった援助の実施（3.77），８．看護計画（3.48），
であった（表１）。この結果から，実習における
態度面などの自己評価は比較的高い傾向にあり，
アセスメント，看護計画・実施の項目が低い傾向
にあることがわかった（図１）。

２）学びの記述内容
　ケースレポートの学びの内容を検討した結果，
65の文脈が抽出できた。次に類似の文脈を整理し
23の中カテゴリーを抽出した。さらに類似のもの
を検討した結果，10の大カテゴリーを抽出するこ
とができた。この大カテゴリーは，援助をするに
は根拠が大切であることから「援助するには根拠
が大切」，看護の可能性を考えることから，「看護
の可能性を考える」，治療時も倫理的態度が必要
であるなどから「倫理的態度が必要である」，知
識・技術の大切さを目の当たりに学んだ，看護師
が看護モデルを示したことなどから「実践での看
護モデルをみて学ぶ」，寄り添って話を聞く，患
者から逃げない，患者と向き合うなどから「患者
と向き合うことが大切」，看護実践にはコミュニ
ケーション技術の必要性を痛感，コミュニケー
ションの工夫による看護の実践などから「看護実
践にはコミュニケーション技術が必要」，援助を
振り返り評価することでよい看護ができるなどか
ら「援助を振り返り評価することはよい看護がで
きる」，患者の意向に沿う，心身の理解などから「患
者の状態にあった看護」，患者にとって家族は大
切な存在，家族も援助の対象であるなどから「患

図１　各項目の平均値の推移
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資料１　成人看護学実習Ⅲまとめアンケート

１．実習グループは，５人または６人から構成される20グループに分かれている。それを４期に分け，１人の教員が１
グループを担当し，実習指導を各施設の臨床指導者らと一緒に行っている。

２．原則として， 土・日曜日を除き， 病院での臨地実習を11日間，学内での実習（オリエンテーションと反省会を含む）
４日間のうち，１日は発表を 含む反省的思考を行う時間に当てる。

３．振り返りのグループメンバー構成は，実習グループのメンバーを全て，入れ替えたメンバーで構成し行う。グルー
プ人数は，４人から５人のグループとし，発表グループを担当する教員も，実習を担当したグループを担当するよ
う割り当てた。

４．臨地実習を進める中で，看護過程を展開し，重要であると考えた看護問題を１つ取り挙げ，看護サマリーに沿った
レジュメを作成する。

５．発表は，１人20分から30分で，発表後に学生や教員とで質疑応答を行う。質疑応答の主な内容は，病態など知識に
関すること，看護実践の振り返りである。

６．各グループの振り返り終了後，教員によって発表内容に関する評価が行われる。
７．発表後学生を対象にアンケート調査を行う。
８．成人看護学実習Ⅱ終了後に，看護過程の記録のほか，受け持った事例のケースレポートの提出を行っている。振り

返り学習によって，実習中には気付かなかったことや，深まったことを反映させながらケースレポートを作成させる。

資料2　振り返り学習の方法
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者にとって大切な家族も援助の対象」，観察の意
味を知る，反応を読み取るなどから「観察は看護
に重要」であった（図２）。
　学生がケースレポートを作成した後の学びの内

容では，知識に関する項目が一つ，倫理的態度に
関する項目が一つ，看護実践に関する項目が八つ
であった。

表１　項目毎の平均値
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■　考　察

　成人看護学実習Ⅱにおける振り返り学習後の，
学生の実習に関する自己評価の結果，患者とかか
わるときの態度やカンファレンスによる学びの平
均値が高い傾向にあった。また学生は病気・治療
などの事前学習は，ある程度行っていると評価し
ている一方で，アセスメント・計画・実施は低い
傾向にあった。このことは，学習したことと臨地
で患者に出会った際に，学習した知識を活用でき
ていないためではないかと考える。臨地実習は，
学内の講義や演習で学んだ知識を統合して患者に

必要な看護を見出していかなければならない。こ
れは臨地実習における重要な学習目標である。実
際，学生は病気や治療・検査について自己学習は
行っている。しかしその知識を活用しきれていな
いためアセスメントが不十分となっている。その
ことについて，学生は調べることはできるが，そ
の意味を理解するところまでいたっていないこと
が考えられる。患者のアセスメントが不十分であ
るということは，患者に必要な看護が見出せない
ことになり，その結果看護計画も個別性に欠け，
一般的になっていたことが，計画ができていない
という評価になっていると考えられる。学生の実

図２　学生の学びの記述
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施する技術は，観察や日常生活の援助や中心に
なっているが，生活体験が浅いため，日常生活援
助における身体を拭く・洗う，ベッドの周囲を片
付けるといった行為がぎこちなく，結果として技
術を実施ができないと認識しているのだと考え
る。南らも「看護過程の思考過程と実施の平均値
が低く，特にアセスメントから看護診断までの思
考過程に困難を生じていた」13）と報告している。
　鶴見は， デューイの教育思想のなかで， 「関心と
いうことを， 教育において重大なことと考えた」14）

と述べている。学生が関心を持ったり，自分の関
心から行動を行ったりしていくということが重要
なのであり，これは看護基礎教育における臨地実
習でも同様ではないかと考える。患者に関心を持
つことで，この人はどういう病気なのだろうか，
どんな苦痛があるのだろうか，どうすれば健康を
回復し，苦痛を緩和ができるのだろうかと次から
次へと関心が広がり，自然に知識と患者の状態が
統合され，患者理解は深化されていくのである。
実習において知的好奇心をもって行動するという
ことである。わからないことについて「調べる」・

「探求する」ということは反省的思考に他ならな
い。学生は，課題を調べることはするが，さらに
探求し理解につなげることが苦手なのであろう。
それは，学内での講義は受身であるが，臨地実習
は自ら考え行動していかなければならないという
能動的な学習である。ところが，最近の学生は，
インターネットなど手軽な方法での学習方法によ
るため，調べながら理解していくというプロセス
を踏んでいないのではないかと考える。
　態度面について，学生の自己評価が高い傾向に
あったことは，入学時より挨拶・学習姿勢につい
て教職員一丸となって教育に当っている。また実
習施設を持たないため，すべての実習が外部に出
て行くということから，実習前のオリエンテー
ションは実習のねらいや方法はもとより，実習に
おける態度については，マナー研修なども含めて
綿密にオリエンテーションを実施している。これ
らの指導も影響していると考える。
　学生の自己評価において，実施の項目が低かっ
たが，学びの記述では実践の項目が多かったこと
について，学生は患者に援助を行うことと実習を

通しての学びの内容とは必ずしも一致していない
ことがわかった。臨地実習で患者とかかわること
以外においても，援助場面を見学したり，指導者
の話を聞いたり・カンファレンスに参加したりす
る経験の一つ一つが学生の学びにつながるのだと
いえる。
　学生の学びの記述から得られた結果の関連を図
３に示した。これは，学生が観察によって患者を
把握し，コミュニケーション技術や患者と向き合
うことで患者の状態にあった看護ができること，
家族も援助の対象であることをとらえている。ま
た，患者の状態にあった援助を行うには，援助の
根拠や倫理的態度の必要性にも気づいている。さ
らに看護モデルを見て学ぶことも，患者の状態に
あった看護につながると考える。学生は，患者と
の関わりを振り返る中で看護の可能性を考え，臨
地でしか学べない看護に気づくことができる。振
り返り学習は，臨地における経験を意味づけ，学
生が自己の学習姿勢を見直す学習でもあると考え
る。

■　おわりに

　成人看護学実習Ⅰに続いて，成人看護学実習Ⅱ
においても，反省的思考を活用した学習方法を実
施した。臨地における学習だけでなく，学内に戻っ
て看護過程を振り返ることで患者理解や看護の方
法についての理解を深める学習方法は，改めて効
果があると考えている。

図３　学びの内容の関係
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